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午王山遺跡の弥生土器を読みとく
柿沼　幹夫

（一般財団法人  さいたま市遺跡調査会）
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下戸塚遺跡  
菊川式土器
 壷と台付

午王山遺跡 180 号住　
岩鼻式土器　壷と

１. 地形区分と午王山遺跡の位置

２. 岩鼻式土器と菊川式土器の移動（後期前葉）
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３. 関東西部周辺の弥生時代中期後半から後期への移行時における遺跡分布

　荒川中流域右岸地域の弥生時代後期初頭の岩鼻式土器の生成には、長野県北東部（北信・東信）から群馬県

西部地方との関わりが深い。その一方で、関東西部山地や多摩丘陵との関係性も強く、相互間の交流ルートとし

て後世の鎌倉街道上ッ道沿いの「山辺の道」の存在を想定したい。岩鼻式土器を継承する後期中・後葉の吉ヶ谷

式土器の段階にも、多摩丘陵との活発な交流が看取できる（上図は石川 2007 から転載・付加）。
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武蔵野台地東北縁における岩鼻式土器の南下と菊川式土器の東遷は、後期初頭までは溯らない。

①　後期初頭における菊川式最古ー岩鼻式１期ー久ヶ原式最古の関係を示す相模における出土事例。3・4 は中

部高地型櫛描文土器でも甲斐系統だが、岩鼻式 1 期と併行するとの考えから代替している。

②　下戸塚遺跡における集落形成開始期の主な土器で、量的に少ない。出土遺構も土坑が多く、時期的にも菊川

式最古（Ⅴｰ１）まではいかない。本格的な環濠集落形成期は下戸塚２期で後期前葉の後半段階とみられる。

③　菊川式の東遷も継続的だが波状的で、11 はⅤｰ 2、12 がⅤｰ 3、13・14 はⅤ -3 期でもモミダ型と呼ばれる

西駿河系統である。東海東部からの情報伝達は継続的に更新されたが、その発信地は東駿河も含めた広域に

及ぶ可能性を考慮する必要がある。
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　午王山遺跡の環濠集落形成期は下戸塚式中期で、その様相により中・新期に二分される。

　下戸塚式中期　下戸塚式古期の装飾は、肩部装飾帯（Ki1）と胴部装飾帯（Ki）の分離が明確であるが、中期
には胴肩部に装飾帯がまとまり、Ki1 と Ki が一体化し簡略化が進む。簡略化の度合いにより、古・新に二分

される。

　① 古段階　一体化した Ki1 と Ki はボタン状浮文を挟んで上下に位置する。Ki1 のみの壷も、ハケ目沈線で上

下区画するものが主体的である。

　② 新段階　一体化したが、ボタン状浮文から下部を省略するなど Ki1 のみの構成となる。

　また、ハケ目沈線区画したモノは上位区画のみで、下位は省略される。

　下戸塚式新期　端末結節文が盛行する段階で、古・新に二分される。古段階は東海地方西部の廻間Ⅰ式 0 段
階前後に併行する（図 8）。

　① 古段階　ハケ目沈線は残るが、沈線区画しない単斜方向のハケ刺突文が主体。モミダ型壺の影響を受けて

端末結節の斜行縄文が盛行。S 字状結節文区画の久ヶ原式系土器が伴う。

　② 新段階　端末結節とともに羽状縄文構成が目立ち、東海型櫛描文との併用がある。ハケ刺突文の去就は検

討課題。幅広複合口縁や S 字状結節文区画など弥生町式土器に繋がる。
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土器型式
武蔵野台地東北縁（白子川・黒目川・柳瀬川流域） 北武蔵

南武蔵南部 東海午王山遺跡　遺構 近隣遺跡・遺構 入間・比企 妻沼低地

宮ノ台式
Ⅲ期 ー 花ノ木 4次 10住

宮ノ台式

（代正寺式）

北島式
宮ノ台式Ⅲ期

白岩式Ⅳ期 ー 宮ノ台式Ⅳ期

Ⅴ期 82住、87住、133 住 新屋敷第 1地点 6住 用土・平式 宮ノ台式Ⅴ期

岩鼻式１期 ー 岩鼻式１期 久ヶ原Ⅰ式古 菊川式最古

岩鼻式
２期古 1住、3住、72住、97住 氷川神社北方 岩鼻式２期古

菊川式古２期新 74住、108 住、124 住、137 住 岩鼻式２期新
久ヶ原Ⅰ式新３期 81住、105 住、141 住、（18住、119 住） 稲荷山・鄕戸 9地点 1住 岩鼻式 3期

下戸塚式古 ー 花ノ木県 1号方形周溝墓

下戸塚式中・古

4住、8住、9住、11住、20住、24住、27住、
57住、59住、68住、73住、75住、84住、
86住、90住、91住、93住、100 住、107 住、
110 住、113 住、118 住、121 住、128 住、
129 住、138 住、144 住、A溝（3次 2溝・
7次 2溝・5次 A区 1溝）

吹上 3次 26住・41住
四ツ木 4次 30住

吉ヶ谷１式Ⅰ期

吉ヶ谷１式２期

吉ヶ谷１式３期

吉ヶ谷２式１期

吉ヶ谷２式２期

久ヶ原Ⅱ式古

久ヶ原Ⅱ式新

久ヶ原Ⅲ式

菊川式中
山中Ⅱ式

下戸塚式中・新

5住、10 住、12 住、14 住、16 住、30 住、
42住、44住、50住、51住、52住、58住、
63住、69住、77住、78住、88住、92住、
95 住、130 住、132 住、142 住、146 住、
A溝（4次２溝・5次 B 区 2 溝・2次 1 溝・
10次 1溝・11次 1溝）

中道・岡台 3地点 1溝
新屋敷 1地点 3住

下戸塚式新・古 19住、62住、（101 住）
吹上 3次 12住、3次 3溝
城山 1住
東台 3号方形周溝墓

廻間Ⅰ式

下戸塚式新・新 23住、96住、104 住、109 住、114 住 田子山 31地点 21住

弥生町式　古 ー 南通 3地点 105 住
西原大塚 349 住

弥生町式　新 ー
市場峡・市場上 18・19 地
点 41住
北通 38地点 61住

前野町式　古 ー
市場峡・市場上 24 次 80
住
富士前 15地点 1号住
南通 3地点 129 住

吉ヶ谷３式古

吉ヶ谷３式新

日吉台 廻間Ⅱ式
前　半

前野町式　新 ー 南通 3地点 109 住
成増一丁目 2号住

廻間Ⅱ式
後　半
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